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「江戸東京野菜」と新宿野菜サロン

高田馬場シニア活動館

江戸東京野菜とは、種苗の大半が自家採種または近隣

の種苗商により確保されていた江戸から昭和中期（40年

代）までのいわゆる固定種の野菜、または在来の栽培法

等に由来する野菜です。江戸時代から人々の食生活を

支えてきた江戸東京野菜ですが、農地の減少のほか、

収穫量が少なく栽培に手間がかかるということもあり、－

時は、その姿が食卓から消えつつありました。しかし、今

日まで引き継がれてきた命を絶やしてはいけないと、現

在、伝統野菜を普及させようという活動が広がっていま

す。江戸東京野菜には、それぞれに歴史や開発につい

ての物語があり、味や形など個性豊かで魅力にあふれ

ています。現在50種類（2019年12月現在）がJA東京

中央会に認定されており、季節は限定されますが、JAの



店舗で購入できるほか、江戸東京野菜を食材として使う

レストランも増えています。

高田馬場シニア活動館では、屋上菜園にて、江戸東京

野菜を含めた野菜を育てて、収穫まで行い、調理をして

飲食して頂きます。

第1回目は「内藤とうがらし」「鳴子ウリ」「内藤かぼちゃ」

を育てて収穫しました。

第2回目は江戸東京野菜の中から、「金町小かぶ」「ご

ぜき晩生小松菜」「のらぼう菜」を含めた野菜を育てます。

皆さんのご協力をお願い致します。


